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価値ある人（創世記1:27-28）
　心理用語の中に、精神の不均衡という言葉があるそうです。例えば、いろいろな意味で他の人と比べたときに、優れた人がそうでない人を見て優越感にひたったり、反対に条件がものすごくよくない場合には劣等感を覚えるようになったりしますが、どっちもどっちなのだということで精神の不均衡と言っています。同じく優れた何かがあるからといって高慢になってしまったり、逆だから挫折をしてしまったり、あるいは自慢にひたってしまったり、そうでないから自虐の方に走ってしまったりする場合もあります。何でもかんでもプラス思考を持つ場合もあるし、逆に、状況や条件がいつもよろしくないということで、否定的な思い、マイナス思考に走る場合もあります。他の人と比べたときに、上の立場になっているので、そうでない人を無視するような気持になってしまったり、逆に、反対の立場なので、それに対して反発の思いを持って現したりするみたいです。このような感情的な動きを精神の不均衡と言います。これらのことは、結局は、条件などを見て比較して評価するからそのようになるのではないでしょうか。なぜ人は、このように条件が良ければ良いなりに、また、悪ければ悪いなりに、精神のバランスが取れないでいるのでしょうか。
　それは実は、人間が神様を離れてしまったからなのです。人が神様を離れたそのときから、エペソ2：1を見ると、「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」と言われています。元々、人間は、神様とともにおられて、たましいのある霊的な存在です。しかし、罪を犯して神様から離れることによって、そのたましいが死んでしまった状態になってしまったので、肉しか残らないのです。それがいわゆる外見、うわべというものであり、そして、条件、状況というものでもあるわけです。それによってでのみ評価したり比較するようになるしかありません。条件が優れているので優越感に浸って、その反対だから劣等感を覚えるわけではありません。たましいが死んでしまったゆえに、それしか見えないわけです。そこを目に見えない悪魔、サタンは、突っ込んできます。創世記3：10を見ると、アダムが神様に罪犯した途端、「アダム、どこにいるか」と言われた時、「私は裸なので恥ずかしくて身を隠しました」と言います。いままでは裸だということが何の問題にもなっていません。それが優越感にも劣等感にもつながるものではありませんでした。それなのに罪によってたましいが死んでしまうと、肉のものがうわべのすべてが問題なるわけです。そのときから始まりました。人間同士、比較して、肉を基準にして評価、点数をつけることによって、劣等感を覚えたり、優越感に浸っていたり、反発をしたり無視したり、それが心の傷になってしまったり、結局、エスカレートしてしまうと失調症まで行くようなことが、そのときから始まったわけです。でも、私たちは、そのきっかけになる無視された、いじめられたということしかわかりません。そうでないものは健康な者、そうでないものは守られている者、ひどい目に遭った人は不幸な人間と、ついつい評価してしまうでしょう。私たちの評価は、せいぜいそういうものです。しかし、そういった比較、評価などは、実は、神を離れた結果なのです。ですから、それに捕らわれる理由もないし、クリスチャンの場合は、速やかにそこから抜け出していかないといけません。
　ノアの時代、創世記6：3を見ると、神様が嘆きを覚えてこのようにおっしゃいました。もう人間は、肉になってしまったと。それを聞いている私たちは、それがなにも不思議でもおかしいことでもありません。生まれたときから罪人なので、肉しか分かっていないままずっと生きてきたので、それ以外、何があるのか。ハンサムな人、ブスな人、それ以外に何があるのか。金持ち、貧乏、成績優秀、成績が悪い人間、その比較、その基準以外に何があるのと、私たちはつい思うわけです。それを精神の不均衡と言うわけです。外見、うわべ、肉によってすべてのことを評価するようになってしまいました。しかし、聖書は最初から最後まで、神様は人間のうわべを見る方ではなくて、人間の中心をご覧になる方なのだと言われています。その中心とは、優しい心とかそういう意味ではありません。たましいの状態を意味するわけです。
　ですから、今日の礼拝を通して、兄弟姉妹の皆さん、ぜひ覚えていてください。いままでの皆さんの頭の中に入っていたものを取り換えていただきたいと思います。まことの人生の成功とは、人間を正しく理解するところから始まります。人間を理解するというのは、人間の本質を理解するところから、まことの人生の成功があります。つまり、先ほども申し上げましたように、今まで皆さんが学習し経験し教育を受けてきた人間とはこういうものだという内容は、べて外見、うわべに過ぎないものなのです。すべては肉なのです。それをまず心に覚えていただきたいと思います。あの人はものすごく立派な人なのだねという場合、何を見てそうおっしゃるのでしょうか。社会のために貢献し、家庭をしっかりと養っていました。もちろん良いことです。だから、その人は優れた人で、そうでないものはダメな人間だというのは、何を基準にしてそのように評価するのでしょうか。あの人はとても幸せな人間だね。それに比べると、私は悲しい人生なのです。何を基準にしてそのような評価をし、それに捕らわれているのでしょうか。それは全部肉なのです。外見、うわべに過ぎないものです。人間は、そのように評価されるものではありません。本来、神様のかたちに造られた存在なのです。それが今日の聖書にはっきりと言われています。神は、人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼らを創造し、男と女とに彼らを創造された。これが人間です。つまり、私たちが人間のことを理解するときに、いちばんの核心ポイントは、神様がともにおられる存在という意味です。それが人間です。そこからスタートしないと、いままで自然に学習してきた内容から抜け出せません。人間の理解は、神様がともにおられるから人間なのです。他のすべての被造物と一線を引く内容なのです。それをいのちと言います。
　それで神様は、創世記2：7を見ると、人間をかたち造られて、その鼻に息を吹きこんだとあります。それは人間だけの作業です。人間の身に行われた神様の作業なのです。その息を吹きこんだ息というものが、聖霊様と同じ言葉なのです。それで人間となったと言われています。皆さんが犬や猫でなければ、人間と思っているのであれば、皆さんがそのような存在だったということを認めないといけません。そこからスタートしなければいけません。もう一度言います。人間とは、理性を持っているから人間なのではありません。動物と違って感情を持っているから、ことばがしゃべれるから、考えを持っているから人間ではありません。人間は、神様がともにおられるから人間なのです。世の中で人間について言われていることは、中途半端なことであり、すべてがでたらめなのです。だから、皆さんが精神の不均衡に悩んでいるのではないでしょうか。さいなまれるようになっているのではないでしょうか。早くそこから自由になってください。人間は、愛情を注ぐから人間ではありません。それを言うなら、動物にも本能的にそういうものはいくらでもあります。人間というのは、神のかたちに造られたので、神様がともにおられることが、人間の理解の一番の核なのです。

ですから、人間のまことの価値はここにあります。その人がすごく成績が優秀だから価値ある人間ではなく、神がともにおられるから価値があるのです。すべての万物、被造物と聖別されていて、神がともにおられるから価値があります。犬やライオン、トラには、神様がともにおられることなどはありえません。だから、そこには永遠の価値などはありません。一回限りの存在なのです。人間のために、この世界のために生まれて、その役割を終えたら土に戻ってもう終わりなのです。でも、人間は、そうなるわけにはいきません。神様がともにおられる存在なので、そこが人間の価値なのです。いままで私たちが当たり前に思って精神の不均衡に陥るようになってしまった要素によって価値が決められるものではありません。お金がいっぱいあるから価値ある人間になるわけではないし、学歴によって価値が決められるわけでもないし、社会的な地位によって価値が決められるわけでもありません。また、すごい業績を残したら、その人間の価値が定められるわけではありません。また、人格が優れてものすごい人柄を持っているからすごい人間だと価値が決められる存在ではないということを覚えていてください。もちろんその人の外見、顔がハンサムなのかブスなのかによって価値が決められるはずもないし、体が太っているのかスリムなのかなどによって価値が決められるわけでもありません。それは神を離れた地球が勝手に造り出したコンテストなのです。肌色、どこの民族なのかによって人間の価値が決められるわけではありません。人間の価値は、そういったものによって決められるものではなくて、神様がともにおられることによって、人間自体が価値ある存在です。
その価値がどのように証明されるかと言いますと、創世記1：28を見ると、生めよ。ふえよ。地を満たせとあります。これはどういう意味なのかご存知でしょうか。神様がなさることなのです。世界、万物を治められる創造主の役割です。人間がどれほど価値あるか。神がともにおられることによって、例えば、背が低いか高いか、顔がどんな形なのかは一切関係なく、人間であれば、すべての人間が神の代理者として世界を治めることができるほど価値ある存在なのです。それなのに神を離れたときから、人間が勝手に悪魔に操られて、人間の価値をあれだ、これだによって決めつけられて、結局、お互いに比較しあって、勝手な評価によって劣等感や優越感など、精神の不均衡にさいなまれるように人を苦しめています。それは人間の価値の基準ではありません。罪を犯す以前は、人間として生まれたことが価値なのです。犬や猫ではなくて、人間に生まれたことが価値なのです。そこでなにかを付け加えるから、こうするから、ああなるから価値ある、価値がないではなくて、人間そのものが価値なのです。なぜなら人間は、神がともにおられる存在として造られたからです。
しかし、残念ながら、罪によって人間は神様から離れることになりました。罪によって神を離れることになったというのは、まことの人間が完璧に破壊されてしまったということです。罪によって神様を離れることになった、それはまことの人間が破壊されるようになったということであり、その結果、肉になってしまったということです。それが罪です。そして、その肉の裏には、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われているように、悪魔がその背後に主人として操るようになってしまいます。それは罪なのです。そのときから神を離れ、神様が去っていき、神のいない、神様がともにいらっしゃらない存在になってしまいました。神様がともにいらっしゃらないそのときから、神様がともにおられることが価値なのに、違うところで、つまり、肉の方で価値を求め始めるようになったのです。お金や学歴や地位や外見や肌色などによって価値を求めることになりました。そのことをクリスチャンの私たちは、しっかりと覚えていないといけません。この価値基準から見ると、障害者は価値のない人間なのです。でも、世の中では、「違います。皆が価値あります。一緒に頑張りましょう」と言います。そういう意味で価値があるというわけではありません。クロスビーという人は、幼い頃の事故によって失明することになりました。いわゆる障害者になりました。最初は、悩んでいました。でも、障害者でもがんばればどうにかなる、人に貢献できる、ということで頑張ったわけではありません。イエス・キリストと出会い、神がともにおられるその価値が分かったので、自分が障害者であろうが、肉体的にどのような状態であろうが、自分は何ものにも比べることができない価値ある存在だということが分かったので、賛美が生まれたのです。そういう意味で、価値を取り戻したということであって、ただの励みではありません。それは逆に障害者が悩むのも問題でしょうが、余計な励みによって頑張る、それで安定していくということが問題かもしれません。本当の価値を見つけることに邪魔になるわけです。逆に、悩んで、悩んで、悩みに悩んで、イエス・キリストに出会うことが成功です。社会福祉などは必要なものなのです。でも、勝手に社会福祉そのものが正解であるかのように走ることは、福音宣教には反対のものになるかもしれません。優しいことは良いです。福音宣教のために優しいことは正解です。でも、優しいこと自体が正解であり、それを求めることは、逆にいのちから遠ざかる危険があるかもしれません。人間が何か本当に分かれば。
ということでまことの人生の成功は、正しい人間回復からスタートします。頑張って成功する者ではなくて、まずは正しい人間回復、つまり、価値ある存在に造り替えられることがそのスタートなのです。外見、うわべと全く関係なく、その人が神様と出会い、神様がともにおられるようになること、これが人間回復です。しかし、残念ながら、罪ある人間は、神様を知ることも会うこともできません。ということで、神様が自ら人間に会いに、ともにおられることのために人間の方に訪ねて来られました。これが希望です。その方が、イエス・キリストです。神を離れて勘違いをしている人間の正しい回復のために、イエス・キリストが来られて、そのすべてのわざを成し遂げられました。イエス・キリストはおっしゃいました。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のもとに来ることはありません。神様と出会うその唯一の道となり、そのことのために十字架にかけられて、死の力を打ち破ってよみがえられて、天に昇られて万軍の主となられました。何のためにでしょうか。人間の回復のためにです。人間回復は、教育によってできるものではありません。カウンセリングによってできるものでもありません。コンピュータによってできるものでもありません。イエス・キリストが十字架にかけられて、よみがえられて、天に昇られることによって、そのすべてが成し遂げられることになったわけです。神様と出会い、神様とともにおられるためのすべてを完了されたわけです。このイエス・キリストの他には、道はありません。世界中でこの御名のほかに、私たち人間が救われるべき名として、どのような名も人間に与えられていません。
ですから、正しい人間回復というのは、他に何も要求されずに、どんな条件もいりません。ただひとつ、信仰によって回復するようになります。まことにまことにあなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことなく、死からいのちに移っているのです。ローマ1：17、義人は信仰によって生きる。どのように信じればいいでしょうか。ヨハネ1：12、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人には、神の子どもになる特権が与えられます。このイエス・キリストを信じて受け入れるそのときに、まことの人間の回復が与えられます。つまり、神様ご自身が、信じる者の内側に訪ねて入って来られることになります。それによって、その人がいままでどんな過去を歩いてきたのか、今現在、世の中の基準から見たときに、どのように評価されるかは全く関係なく、その人は価値ある人間として回復するようになります。なぜなら、神がともにおられるものになるからです。これが人間の回復であり、これが人間の価値です。クリスチャンでも勘違いしていて、人間の価値がどこにあるのか分かっていないので、親が子どもの教育をするときも、どこに価値を置いてそんなに推し進めるのか。また、子どもは、なぜそんなに勉強をして、なぜそんなに汗をかくのか、何に価値を置いてそういうことをやっていらっしゃるのでしょうか。別に勉強などしなくてもいいというでたらめな話をしているわけではありません。しかし、勉強は、皆さんを価値あるものに作ってくれるものではありません。お金が皆さんを価値あるものにしてくれると勘違いしているから、お金を貯めるという目標を定めて頑張っているのではないでしょうか。私は、整形が悪いなどとは全く思っていません。しかし、それによって自分の価値が決められると思ってやるのであれば、それはその人が病んでいるということです。人間の価値は、そういうものではありません。
改めて、同じことを繰り返して申し上げますが、人間の理解は、神様がともにおられる存在だということです。だから、人間の価値というものは、うわべのいろいろな枝によって決められるものではなくて、神様がともにおられる唯一の存在なので、それによって価値が決められます。他の何かからは自由になってください。まわりが私たちを無視しても、それは無知な人が、本当の価値がわかっていない人が暴れているだけなので無視して気にしないようにしましょう。パウロは言いました。教会内でトラブルが起きたときに、それを裁判にお願いしました。「おまえらが裁判官をさばく上に立っている者なのに、何をしているのか」とものすごく怒りました。クリスチャン以上、分かっている者は、宇宙にないのです。他のすべての知識は参考に過ぎないものであって、無視してください。なぜこんなに強く言うのかというと、優しくお話しすると、真理なのに皆さんが受け入れないのです。牧師が言うことだからねと。でも、本当なのです。大学の教授、お医者さんが、何を分かっているのでしょうか。その方々の専門的な知識を無視するわけではありません。役に立ちます。でも、本質的に、何が分かっているのでしょうか。人間がなにであるかまったくわかっていない人の話をまともに相手にしていいのでしょうか。神を知らない人は、本当の知識はありません。本当の知識は、神を敬うことから始まると箴言に書いてあります。ですから、人間の本当の価値は、神がともにおられるということです。最初に造られたときに、人間として造られたこと自体が価値です。犬や猫ではなく人間だったということが価値です。それが罪によって全部壊れてしまいました。ですから、人間の本当の価値の回復というものは、先ほども申し上げましたいろいろなことによってではなくて、人の評価によってでもありません。成績によってでもありません。神がともにおられるようになること、その道はイエス・キリストの他にはありません。そして、イエス・キリストを受け入れたのであれば、だれでも神がともにおられ、しかも永遠に離れることなくともにおられるものになったので、イエスを信じる者だれでも価値ある存在です。

最後に覚えてください。だれでもです。外見、うわべでどういう評価を受けていても関係なく信者であれば、最高に価値ある人間なのです。信者であれば。それは旧約のときから預言されています。イザヤ43：4、あなたはわたしの目に高価で尊い者なのだと言われているその宣言が皆さんに当てはまる内容です。イエス・キリストを信じる者が、いま下っ端をくぐっている人でも、入院している人でも、成績が悪い人間でもよい人間でも関係なく、神様はその人をこのように評価していらっしゃいます。あなたはわたしの目に高価で尊いと。サタンは違うと、外見を見なさい、おまえの過去を考えなさいとささやきます。ゼパニヤ3：17、「あなたの神、主は、あなたのただ中におられる。救いの勇士だ。主は喜びをもってあなたのことを楽しみ、その愛によって安らぎを与える。主は高らかに歌ってあなたのことを喜ばれる」。イエス・キリストを信じているものが、うわべと関係なく、神様に喜ばれて、神様が楽しくて、楽しくてしょうがない、口から鼻歌が出るような相手なのです。だれがでしょうか。信者である皆さんです。私は中卒ですよ。私にライセンスなど何もありません。いま私は障害を抱えていますよ。社会に貢献できるような才能など一切持っていません、などを通して、神様が喜んで仕方がない、目に入れても痛くないとおっしゃっているのに、それは無視してしまいます。それで死ぬ時まで私はダメだ、私はダメと言っています。神様は、おまえはかわいいとおっしゃっているのに。どちらを選ぶのでしょうか。サタンのささやきなのか、神様のおっしゃることなのか。おまえはわたしの目に高価で尊い。私はそろそろ８０歳なのですよ。それがどうした。イエスはキリスト。ならば主がともにおられます。死の影の谷を歩いても、そのような現実の中でも、刑務所の中に閉じ込められている険しい現実があっても、いつまでも主がともにおられます。だから、そういうことと関係なく、四方八方から苦しめられていても、土の器のようなうわべであっても、私は尊い者なのだ、内側に宝であるキリストがいらっしゃるから。イエス・キリストを信じている者は、だれであっても最高に価値ある存在です。これを奪われないようにしましょう。あなたがたは、聖霊が宿っている神殿であることがわかっていないのか。神殿と呼ばれるほど価値ある存在です。ローマ8：15、創造の神様をいままでは神の御怒りを受けるしかなかった者が、アバ、父と呼ぶことができる親子関係になる、それほど価値ある存在です。ルカ10：19にあるように、私たちだけに暗やみの勢力を打ち破ることができる権威が授けられているほど価値ある存在です。皆さんがいなければ、暗やみの世の中に光を照らすことはできません。世の光と言われる価値ある存在です。Ⅰペテロ2：9、イエス様にしか使われない称号、王である祭司という称号がつけられるほど、皆さんが価値ある存在です。だれがでしょうか。信者です。イエス様を信じているから。他の理由はありません。
結論を申し上げましょう。皆さんが信者である一つの理由によって、つまり、神がともにおられるという一つの理由以外は全部退けて、僕は、私は、すでに最高に価値あるものなのだということを認めないといけません。認めて告白するようにしましょう。そして、それを喜んで楽しむようにしましょう。死の影の谷を歩きながら、主は、わたしの羊飼い、わたしには乏しいことがありません。それを味わうと言います。病気の中で、険しい状況の中で。そのために率直に真摯に、自分は自分に対する価値基準をなにをもって価値を決めていたのか。自分が評価する価値基準はなんだったのかと点検してチェックしてみましょう。そして、それを修正しましょう。価値基準は、神様ご皆さんになさったことが基準です。皆さんがどうだっだのか、何をしたのかというのは、基準になりません。もっと分かりやすく申し上げると、イエス・キリストの十字架と復活だけが、皆さんの価値を決める基準です。修正するように。それで思いきり「僕は、うわべや外見、条件、状況がどうであろうが関係なく、すでにこれからもずっと最高に価値あるものだ」ということを心から認めてください。なにかをやりなさいとは言いません。認めてください。信仰は、神がなさったことを認めることです。皆さんが否定していても、神はキリストの十字架において、皆さんを新しく価値ある者に造り変えたのです。残っている課題は、認めることだけです。そのときにサタンがひざまずくようになります。そして、うわべや外見などを持って自分の価値を揺るがすか、感情をゆさぶるようなことがあったときには100％悪魔のしわざと断定して、悪魔よ、去れ、イエス・キリストと戦ってください。
　
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。今日もいろいろな戦いの中で、しかし、神様の導きによって礼拝に来ることができ、また、神様のメッセージを聞きありがとうございます。いままで私たちが学習していた価値基準を捨てて、神がともにおられることを価値基準にして、イエス・キリストだけを基準にして自分の価値を改めることができるように。そして、すでにこれからもずっとうわべと関係なく、条件、状況と関係なく、僕は最高に価値あるものなのだいうことを宣言し続けて喜ぶことができるように聖霊様が助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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